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平成 30年度 片瀬目白山町内会総会 議事録 

 

日  時：平成 31年 4月 7日（日） 10：00～11：00 

場  所：片瀬市民センター 地階 第 1談話室 

 

１．開会 

  開会に先立ち、恒例により、副会長が司会進行を務めた。 

（１）会長挨拶、その他の役員及び会員の自己紹介 

（２）出席状況の確認 

   出席 26世帯（28名）、委任状 55世帯の合計 81世帯。平成 31年４月１日現在の会

員総数 87世帯の半数を超えているので、町内会会則第 10条の規定に則り、本総会は

成立することを認めます。 

（３）議長の選出 

   特に立候補者がいないので、町内会長が議長に選出された。 

 

２．議題 

（１）平成 30年度活動報告及び収支報告について          （第 1号議案） 

      町内会長より、以下の通り、平成 30年度の活動報告及び収支報告があった。 

  ①役員会の開催 

   原則、４月から隔月に開催し、年明けからは、総会準備のため１月、３月に開催し

た。毎回の役員参加状況は配付資料の通りで、活発な審議が行われた。 

②生活環境 

   町内清掃は、年 4回を計画したが、5月は雨天のため中止とした。今年度は、夏場の

清掃を回避したため昨年度より１回少なかった。 

  ②防犯 

   防犯パトロールは、毎月、第１土曜日に実施した（ただし、10月は 2回）。防犯部長

より「防犯パトロールは、希望があれば、どなたでも参加できるので、是非積極的に

参加願いたい」旨、お願いがあった。 

  ③交通安全 

   通学街頭指導は、毎月 1日と 15日に、片瀬目白山入り口の信号付近の横断歩道、目

白山下駅前の横断歩道の 2か所で実施した。 

  ④防災 

   片瀬地区総合防災訓練（9/30）は台風のため中止となった。湘南白百合中・高避難施

設訓練準備に 5名参加（10/18）。片瀬中学校合同防災学習会に中学生 7名、町内会役

員 2名が参加（2/28）。湘南白百合中・高避難施設体験会は雨天のため中止（3/23）。 
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  ⑤会計・監査報告 

   平成 30年度（H30.4/1～H31.3/31）の収支報告について報告があった。 

  本件に関して、会員から「毎年、次期繰越金が積みあがっている印象を受けるが、必

要であれば有効な使い道を考えたらどうか」との発言があった。 

  これに対し、「研修や防災用具・薬品等の買い替えが必要な時期に来ているので、有効

な活用を図っていく」旨、会長から回答した。 

 

   以上の議案第 1号について、議案通り、賛成多数で承認された。 

 

（２）平成 31年度の活動計画、役員及び予算について        （第 2号議案） 

   別紙の通り、新役員体制について提案があり、併せて、平成 31年度の予算案につい

て説明があった。町内会費については、増減見込み世帯数を勘案して計上している。 

  それ以外の収入および支出については、前年度実績を反映している。 

 

   議案第 2号について、議案通り、賛成多数で承認された。 

 

（３）自主防災関係の平成 29年度の活動報告、平成 30年度の活動計画について 

                                 （第 3号議案） 

 ア．片瀬自主防災関係の平成 30年度活動報告         （第 3号議案 その 1） 

①片瀬目白山の災害時要支援者の把握について 

   平成 29年度避難行動要支援者名簿（藤沢市提供）に基づき、平成 30年度の各班の

追跡調査（在籍数、要支援人数、学生数、在籍ペット数など）の結果を取りまとめた。 

  なお、片瀬目白山町内会のホームページに以下の規約、規定を閲覧可能としている。 

  ・避難行動要支援者に関する個人情報取り扱い規定 

  ・自主防災会規約 

  ②第 27回片瀬地区総合防災訓練について（9/30） 

  片瀬地区自主防災協議会主催で、9月 30日(日)に 18町内会合同の総合防災訓練が実

施されることになっていたが、台風 24号の接近により中止となった。 

③タオル掛け訓練について（9/30） 

  第 27回片瀬地区総合防災訓練の当日に合わせて、当町内会では、昨年同様、タオル

掛けによる各戸の安否確認訓練を実施する予定だったが、同様に中止とした。 

④平成 30年度 湘南白百合中高避難施設夜間訓練（10/18） 

 近隣 8町内会合同で、湘南白百合中高の避難施設で夜間訓練を実施した（16時半～19

時）。夜間の避難施設開設の状況を想定し、照明の設置、要支援者の避難スペース作り、

トイレの設置などの訓練を行った。目白山町内会からは 5名が参加した。 

⑤防災倉庫・防災用品の管理について 
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   各班長保管の消火器のカバーが劣化していたので、新しいカバーを購入し各班長に

配付した。全部で 10枚購入したので、残部は防災倉庫（セピア前）に保管した。 

  また、1月 13日に防災用品・機材等の総点検をしたところ、経年劣化しているもの

があるので、役員会に諮り、順次新しいものを買い替えていくこととする。 

 ⑥その他の防災関係活動 

  ・平成 30年度片瀬地区自主防災協議会視察研修会に参加し、防災に関わる体験学習

を通じて、災害時に取るべき行動について学んだ（2/22）。 

    ・片瀬中学校と自治会との合同防災学習会に参加した。目白山町内会からは、中学

生 7名、町内会役員 2名が参加した（2/28）。 

 

イ．自主防災関係の平成 3１年度の活動計画         （第 3 号議案 その 2） 

  前年度の諸活動を踏まえ、今年度も以下の活動を推し進める。 

 ①自主防災会の組織編制と町内会会員への防災意識の啓発 

 ②各会員宅での火災探知機設置啓発と確認 

 ③外部活動への参画 

 ④避難集合場所の整備 

 ⑤防災倉庫・防災用品の管理 

 ⑥災害時飲料水対策 

 ⑦防災関連資料・情報の管理 

 

以上のア、イについて、第 3号議案として提示され、議案通り、賛成多数で承認され

た。 

 

（４）その他                           （第 4号議案） 

   会員から「昨年度総会で、第 4号議案として『班編成の見直し』が提案されたが、

今年度の継続審議となるのか」との質問があった。 

   本件については、現会長の原案をベースに次年度の役員会で継続的に検討し、早急

に結論を出すこととする。決定内容については、関係者へ丁寧に説明し、理解と協力

を得ることとする。 

 

以上 


